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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心軸(19,119)から径方向外側に延伸するハブフランジ(18,118)を有する車輪ハブ(10,
110)と、
　ロータスリーブ(28,128)及びロータスリーブ(28,128)から径方向に延伸するロータフラ
ンジ(30,130)を有するディスクロータ(12,112)とを備え、
　ハブフランジ(18,118)は、ロータ案内手段(56,156)と、ロータ案内手段(56,156)と中心
軸(19,119)との間に配置される複数のロータ取付用開口部(46,146)と、ロータ取付面(60)
とを備え、
　ロータフランジ(30,130)は、複数のロータ取付用開口部(46,146)に対応する位置の第１
のピッチ円直径(d1,D1)上に形成される複数のハブ取付用開口部(44,144)と、ハブフラン
ジ(18,118)のロータ取付面(60,160)に対向して配置されるハブ接触面(62,162)とを有し、
　（i）　ハブフランジ(18)は、外縁(22)と、外縁(22)に隣接するハブ隆起部(52)と、第
１のピッチ円直径(d1)よりも大きい第２のピッチ円直径(d2)上でハブ隆起部(52)に形成さ
れるロータ案内手段(56)とを備え、ロータフランジ(30)は、外縁(66)にハブ案内手段(68)
を設け、又は
　（ii）　ロータフランジ(130)は、外縁(166)と、外縁(166)に隣接する爪部(154)と、第
１のピッチ円直径(D1)よりも大きい第２のピッチ円直径(D2)上に爪部(154)に形成される
ハブ案内手段(168)とを備え、
　車輪ハブ(10,110)に対してディスクロータ(12,112)を同軸上に整合させて、ロータ案内



(2) JP 4921504 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

手段(56,156)をハブ案内手段(68,168)に係合し、ロータ取付用開口部(46,146)とハブ取付
用開口部(44,144)とにロータ締結具(32,132)を連結して、ディスクロータ(12,112)を車輪
ハブ(10,110)に取り付けることを特徴とするディスクロータ案内装置。
【請求項２】
　ハブ隆起部(52)は、ハブフランジ(18)の外縁(22)から機内方向に延伸する複数の爪部(5
4)を備え、各爪部(54)にロータ案内手段(56)を形成した請求項１に記載のディスクロータ
案内装置。
【請求項３】
　ハブフランジ(118)は、外縁(122)を有し、
　第２のピッチ円直径(D2)で形成されかつハブ案内手段(168)により包囲されるロータ案
内手段(156)を外縁(122)に設けた請求項１に記載のディスクロータ案内装置。
【請求項４】
　車輪ハブ(110)の外縁(122)から径方向内側に窪んでハブフランジ(118)に形成される溝(
158)をロータ案内手段(156)に設けた請求項３に記載のディスクロータ案内装置。
【請求項５】
　ハブ本体(11,111)からハブフランジ(18,118)まで連続的に延伸するテーパ状の機内部(4
2,142)を車輪ハブ(10,110)に設けた請求項１に記載のディスクロータ案内装置。
【請求項６】
　ハブ本体(11,111)と、ハブ本体(11,111)に形成されるハブフランジ(18,118)と、ハブフ
ランジ(18,118)の外縁(22,122)に隣接して形成されたロータ案内手段(56,156)と、車輪ハ
ブ(10,110)の中心軸(19,119)とロータ案内手段(56,156)との間の第１のピッチ円直径(d1,
D1)上でハブフランジ(18,118)に形成されるロータ取付用開口部(46,146)とを有する車輪
ハブ(10,110)と、
　ロータスリーブ(28,128)と、ロータスリーブ(28,128)から径方向に延伸するロータフラ
ンジ(30,130)と、複数のロータ取付用開口部(46,146)に対応する位置でロータフランジ(3
0,130)に形成される複数のハブ取付用開口部(44,144)と、第１のピッチ円直径(d1,D1)よ
りも大きい第２のピッチ円直径(d2,D2)上でロータフランジ(30,130)に設けられるハブ案
内手段(68,168)とを有するディスクロータ(12,112)と、
　複数のハブ取付用開口部(44,144)及び複数のロータ取付用開口部(46,146)内の各々に挿
入されるロータ締結具(32,132)とを備え、
　（i）　外縁(22)に隣接して機内方向に延伸してハブフランジ(18)上に設けられる爪部(
54)を備え、爪部(54)の径方向内向面上に形成されたロータ案内手段(56)は、ハブ案内手
段(68)を包囲しかつハブ案内手段(68)に係合し、又は
　（ii）　ハブフランジ(118)の外面に形成されるロータ案内手段(156)は、車輪ハブ(110
)の中心軸(119)から径方向に外向し、ディスクロータ(112)のハブ案内手段(168)に包囲さ
れて係合し、
　ディスクロータ(12,112)に対して車輪ハブ(10,110)を同軸上に整合させて、ロータ案内
手段(56,156)をハブ案内手段(68,168)に係合させ、複数のロータ締結具(32,132)によりデ
ィスクロータ(12,112)のロータフランジ(30,130)を車輪ハブ(10,110)のハブフランジ(18,
118)に取り付けることを特徴とする外径案内装置。
【請求項７】
　（i）　ハブ案内手段(68)を包囲しかつハブ案内手段(68)に係合するロータ案内手段(56
)を径方向への移動を制約する直径で形成し、又は
　（ii）　ロータ案内手段(156)を包囲しかつロータ案内手段(156)に係合するハブ案内手
段(168)を径方向への移動を制約する直径で形成し、
　ハブ案内手段(68,168)は、車輪ハブ(10,110)の中心軸(19,119)に対し実質的に平行であ
り、ハブフランジ(18,118)は、外縁(22,122)に隣接する切欠部を形成して、ディスクロー
タ(12,112)を車輪ハブ(10,110)に同軸上に整合させるロータ案内手段(56,156)に切欠部を
係合させた請求項６に記載の外径案内装置。
【請求項８】
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　ロータ案内手段(56)は、機内方向に延伸する複数の爪部(54)を有し、
　機外側に延伸してロータフランジ(30)に設けられる複数のスポーク(47)に、複数の爪部
(54)が各ハブ案内手段(68)でディスクロータ(12)のスポーク(47)に係合する請求項６又は
７に記載の外径案内装置。
【請求項９】
　ロータフランジ(130)に設けられる複数の爪部(154)の各々は、ロータ案内手段(156)の
外側に配置されかつロータ案内手段(156)に円周上で接触するハブ案内手段(168)となる請
求項６又は７に記載の外径案内装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広義には、ディスクロータを案内しかつディスクロータをホイールハブに同
軸上に取り付けるディスクロータ案内装置及びディスクロータ案内方法に関連する。本発
明は、広義には、締結具の径方向外側に形成される複数の表面をハブとディスクロータの
各々に沿って案内して、ホイールハブに対してディスクロータを径方向に整合させ、ホイ
ールハブの疲労寿命を増加させる技術に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明では、大型トラックのホイール端部等の車輪ハブに機内ディスクロータを取り付
ける際に発生するディスクロータの径方向突出量を最小化することができる。不均一なデ
ィスクロータに起因する振動を防止するようにブレーキロータを車輪ハブに取り付けると
き、ディスクロータが径方向に突出する懸念がある。ディスクロータをハブに固定する前
に、車輪ハブに対し同軸上にブレーキロータを整合させる必要がある。ハブのディスクロ
ータ取付フランジに形成される複数の開口部内に配置される締結具をディスクロータのハ
ブ取付フランジにねじ連結することにより、ディスクロータがハブに取り付けられる。ハ
ブの中心軸に対してディスクロータが同軸上に整合しないと、振動が発生することがある
。
【０００３】
　車輪ハブに対して内側に取り付けられる機内ディスクロータを案内しかつ／又は芯だし
する方法では、車輪ハブ上の環状案内部の直径を機械加工すると共に、ディスクロータ上
の環状案内部の直径を機械加工して、両環状案内部を接触させなければならない。従来の
案内手段は、ハブの中心軸と車輪スタッドとの間に配置され又はディスクロータ取付締結
具と車輪スタッドの両方のピッチ円直径より小さいピッチ円直径上に配置される。連続的
な又は個々の取付ボスにより、案内手段を配置するハブ本体及びハブフランジの断面厚が
不連続となり、車輪ハブの機内フランジ領域にアンダーカット、切込部又は小径の構造が
機械加工される欠陥があった。ハブフランジの前記切込部及び応力集中部により、ハブの
疲労寿命が減少する難点があった。
【０００４】
　通常の車輪ハブは、車輪ハブの機内フランジ領域に集中することのある周期的で制御し
難い応力を受ける。ディスクロータ又はホイールを接続するハブ上の締結具のピッチ円直
径と同一又はこれより小さいピッチ円直径で応力集中部が形成されるとき、特にハブの不
連続な断面厚部分に応力が特に集中する。従来の案内手段により形成される応力集中部は
、複数の前記点での応力レベルを増加させかつ車輪ハブの疲労寿命を短命化する車輪ハブ
の周期的で制御し難い応力への相乗効果を生ずる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　締結具又はスタッドの一方のピッチ円直径の外側に案内手段を配置することにより、車
輪ハブ上のディスクロータを案内する装置及び方法を提供することが望ましい。この構造
は、車輪ハブに発生する疲労を減少できる利点がある。また、案内手段が応力集中を発生
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しない車輪ハブ上でディスクロータを案内する方法を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によるディスクロータ案内装置は、中心軸(19,119)から径方向外側に延伸するハ
ブフランジ(18,118)を有する車輪ハブ(10,110)と、ロータスリーブ(28,128)及びロータス
リーブ(28,128)から径方向に延伸するロータフランジ(30,130)を有するディスクロータ(1
2,112)とを備える。ハブフランジ(18,118)は、ロータ案内手段(56,156)と、ロータ案内手
段(56,156)と中心軸(19,119)との間に配置される複数のロータ取付用開口部(46,146)と、
ロータ取付面(60)とを備える。ロータフランジ(30,130)は、複数のロータ取付用開口部(4
6,146)に対応する位置の第１のピッチ円直径(d1,D1)上に形成される複数のハブ取付用開
口部(44,144)と、ハブフランジ(18,118)のロータ取付面(60,160)に対向して配置されるハ
ブ接触面(62,162)とを有し、（i）ハブフランジ(18)は、外縁(22)と、外縁(22)に隣接す
るハブ隆起部(52)と、第１のピッチ円直径(d1)よりも大きい第２のピッチ円直径(d2)上で
ハブ隆起部(52)に形成されるロータ案内手段(56)とを備え、ロータフランジ(30)の外縁(6
6)にハブ案内手段(68)を設け、又は（ii）ロータフランジ(130)は、外縁(166)と、外縁(1
66)に隣接する爪部(154)と、第１のピッチ円直径(D1)よりも大きい第２のピッチ円直径(D
2)上に爪部(154)に形成されるハブ案内手段(168)とを備える。車輪ハブ(10,110)に対して
ディスクロータ(12,112)を同軸上に整合させて、ロータ案内手段(56,156)をハブ案内手段
(68,168)に係合し、ロータ取付用開口部(46,146)とハブ取付用開口部(44,144)とにロータ
締結具(32,132)を連結して、ディスクロータ(12,112)を車輪ハブ(10,110)に取り付ける。
　本発明の実施の形態では、ロータ案内手段(56,156)とハブ案内手段(68)のピッチ円直径
(d2,D2)は、車輪ハブ(10,110)のハブフランジ(18,118)に圧入される車輪スタッド(72)の
ピッチ円直径より大きい。組立間に車輪ハブ(10,110)とディスクロータ(12,112)を同軸上
に案内するロータ案内手段(56,156)又はハブ案内手段(68,168)は、各案内手段の直径に外
接する連続的な単一の突起でよいが、別法として、ハブフランジ(18)又はロータリフラン
ジ(130)の外縁に沿って夫々形成される複数の突起でもよく、ハブフランジ(18)は、ディ
スクロータ(12,112)の外側に径方向に延伸する爪部(54)を有し又はロータリフランジ(130
)は、ハブフランジ(118)の外側に径方向に延伸する爪部(154)を有する。
【０００７】
　本発明による外径案内装置は、ハブ本体(11,111)と、ハブ本体(11,111)に形成されるハ
ブフランジ(18,118)と、ハブフランジ(18,118)の外縁(22,122)に隣接して形成されたロー
タ案内手段(56,156)と、車輪ハブ(10,110)の中心軸(19,119)とロータ案内手段(56,156)と
の間の第１のピッチ円直径(d1,D1)上でハブフランジ(18,118)に形成されるロータ取付用
開口部(46,146)とを有する車輪ハブ(10,110)を備える。また、ロータスリーブ(28,128)と
、ロータスリーブ(28,128)から径方向に延伸するロータフランジ(30,130)と、複数のロー
タ取付用開口部(46,146)に対応する位置でロータフランジ(30,130)に形成される複数のハ
ブ取付用開口部(44,144)と、第１のピッチ円直径(d1,D1)よりも大きい第２のピッチ円直
径(d2,D2)上でロータフランジ(30,130)に設けられるハブ案内手段(68,168)とを有するデ
ィスクロータ(12,112)を備える。複数のハブ取付用開口部(44,144)及び複数のロータ取付
用開口部(46,146)内の各々に挿入されるロータ締結具(32,132)を備え、（i）外縁(22)に
隣接して機内方向に延伸してハブフランジ(18)上に設けられる爪部(54)を備え、爪部(54)
の径方向内向面上に形成されたロータ案内手段(56)は、ハブ案内手段(68)を包囲しかつハ
ブ案内手段(68)に係合し、又は（ii）ハブフランジ(118)の外面に形成されるロータ案内
手段(156)は、車輪ハブ(110)の中心軸(119)から径方向に外向し、ディスクロータ(112)の
ハブ案内手段(168)に包囲されて係合する。ディスクロータ(12,112)に対して車輪ハブ(10
,110)を同軸上に整合させて、ロータ案内手段(56,156)をハブ案内手段(68,168)に係合さ
せ、複数のロータ締結具(32,132)によりディスクロータ(12,112)のロータフランジ(30,13
0)を車輪ハブ(10,110)のハブフランジ(18,118)に取り付ける。
　ハブフランジ(18,118)にロータ案内手段(56,156)を設け、ロータフランジ(30,130)にハ
ブ案内手段(68,168)を設け、ロータ締結具(32,132)のピッチ円直径(d1,D1)より大きいピ
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ッチ円直径(d2,D2)上でロータ案内手段(56,156)をハブ案内手段(68,168)に係合する。ま
た、ロータ案内手段(56,156)とハブ案内手段(68,168)は、車輪ハブ(10,110)のハブフラン
ジ(18,118)に圧入される車輪スタッド(72)の径方向外側で接触し係合する。ハブフランジ
(18,118)の外縁の周りで円周上に形成される連続的な単一の隆起部として又はロータフラ
ンジ(30,130)の外縁の周りに形成される複数のフランジとして、ハブフランジ(18,118)上
の案内面に係合する案内手段をロータフランジ(30,130)に形成することができる。車輪ハ
ブ(10,110)に形成される案内手段（案内面）に切欠部を設けて、ハブフランジ(18,118)を
形成し、ハブフランジ(18,118)をディスクロータ(12,112)に係合させ、ハブ組立体の円周
方向に円滑な機内部(42,142)を形成することができる。
【０００８】
　車輪スタッド開口部のピッチ円直径より大きいピッチ円直径上に案内手段を配置するこ
とにより、中心軸と車輪スタッド開口部との間の応力集中を有効に除去又は低減し、これ
により、ハブの疲労寿命を延長することができる。複数の締結具及び複数のスタッドの外
側に案内手段を形成することにより、切欠部、機械加工アンダーカット及び応力集中を低
減し、ハブ本体と取付開口部との間でハブフランジに連続的な断面厚を付与することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるディスクロータにハブを同軸上に取り付けたハ
ブ組立体の正面図
【図２】第１の実施の形態のハブにディスクロータを取り付けたハブ組立体を示す斜視図
【図３】図２の３-３線に沿う断面図
【図４】ディスクロータ締結具付近のディスクディスクロータ案内手段を示す第１の実施
の形態の拡大断面図
【図５】ハブに組付けられたディスクロータを示す第２の実施の形態の斜視図
【図６】図５の６-６線に沿う第２の実施の形態の断面図
【図７】ディスクロータ締結具に隣接するディスクディスクロータ案内手段を示す第２の
実施の形態の拡大断面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、車輪ハブ10に組み付けたディスクロータ（ブレーキロータ）12のハブ組立体を
示す。本発明では、車輪ハブ10は、駆動ハブ、操縦ハブ及びトレイラーハブとほぼ同一の
概念であることは理解されよう。複数の前記ハブ組立体は、車軸に車輪を連結する車輪ハ
ブ10と、車輪ハブ10に取り付けられて制動力（ブレーキ力）を与えるディスクロータ12と
を備える。説明の便宜上、本明細書では、駆動ハブ、操縦ハブ及びトレーラーハブを示す
ハブ組立体のホィールハブを車輪ハブ10と表示する。通常、機内方向は、車輪スタッド72
により車輪ハブ10に取り付けられる車輪からディスクロータ12と車両の中心に向かう内側
方向を示し、機外方向は、車両の中心からディスクロータ12、車輪ハブ10を通じて車輪ハ
ブ10に取り付けられる車輪に向う外側方向を示す。内側方向は、車輪ハブ10の中心軸19に
内側に向う径方向であり、外側方向は、車輪ハブ10の中心軸19から外側に向う径方向であ
る。また、ピッチ円直径は、車輪ハブ10の中心軸19から径方向外側への距離を示す。
【００１１】
　図１は、ディスクロータ12に車輪ハブ10を同軸上に取り付けたハブ組立体の正面図を示
す。車輪ハブ10を構成するほぼ円筒状のハブ本体11は、車軸（図示せず）に装着される内
孔14と、車輪ハブ10に形成される全体的な中空の内部空洞16とを備える。ハブフランジ18
の機外側から内側に延伸するディスクロータ12は、車輪ハブ10に嵌合され、締結具（ロー
タ締結具）32により車輪ハブ10に取り付けられる。ハブフランジ18から外側に延伸する車
輪スタッド72により、車輪（図示せず）が車輪ハブ10に固定される。ディスクロータ12の
締結具32と車輪スタッド72は、ハブ軸19から第１のピッチ円直径d1上で車輪ハブ10に取り
付けられる。
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【００１２】
　図２は、車輪ハブ10のハブフランジ18にディスクロータ12のフランジ（ロータフランジ
）30を取り付けた状態を示す。ハブフランジ18を貫通して延伸するディスクロータ12のボ
ルト等の締結具32は、ディスクロータ12のフランジ30にねじ連結されて、ディスクロータ
12のフランジ30は、ハブフランジ18に取り付けられる。径方向外側に突出するディスクロ
ータ12のフランジ30に設けられる１群のスポーク47は、締結具32によりハブフランジ18に
固定され、ハブフランジ18の機内側で、作業員は、車輪スタッド72に接近することができ
る。ハブフランジ18に接触するヘッド部73が車輪スタッド72に設けられる。
【００１３】
　また、図２及び図４に示すように、ディスクロータ12と同軸上に配置される案内手段49
は、車輪ハブ10に設けられるディスクロータ案内手段となるハブ案内部50,56と、ディス
クロータ12に設けられるハブ案内手段となるロータ案内部47,68とを備える。ハブ案内部
は、ハブフランジ18の円周方向上に形成される複数のハブ案内突起50を有する。各ハブ案
内突起50は、車輪ハブ10の中心軸19から第２のピッチ円直径d2で形成される。ディスクロ
ータ12を取り付ける複数の開口部（ロータ取付用開口部、ハブ孔）46より径方向外側にハ
ブ案内突起50が設けられる。ハブ案内突起50は、ハブフランジ面36から機内方向に延伸す
る。ディスクロータ12のフランジ30のスポーク47に各ハブ案内突起50を整合させて、開口
部46とディスクロータ12を取り付ける開口部（ハブ取付用開口部）44とが一致するように
、各ハブ案内突起50が配置される。３つ又はそれ以上のスポーク47に複数のハブ案内突起
50を整合させ、又は設計の特徴に合わせて、各スポーク47に対応しかつ係合させてハブ案
内突起50を配置できることも理解されよう。各ハブ案内突起50に設けられる隆起部（ハブ
隆起部）52は、径方向内側に延伸して、ディスクロータ12のフランジ30の外縁66に接触す
る。ディスクロータ12のフランジ30の外縁66と車輪ハブ10のハブ案内突起50との間に形成
される案内手段49により、ディスクロータ12は、車輪ハブ10に対して同軸上に整合して配
置される。
【００１４】
　図３に示すように、円筒状のスリーブ（ロータスリーブ）28と、スリーブ28に取り付け
られるブレーキ接触ディスクロータ本体26と、スリーブ28から径方向外側に延伸するディ
スクロータフランジ30とがディスクロータ12に設けられる。ハブフランジ18は、機外面34
と機内面36とを有する。ハブフランジ18は、全体的に内側に向って先細となる円滑な機内
部42と、円滑なハブ外面22とを有する。スポーク47に形成されるディスクロータ12を取付
ける開口部44にねじ連結されるボルト等の締結具32により、ディスクロータ12は、車輪ハ
ブ10に固定される。ディスクロータ12を取り付ける開口部44は、車輪ハブ10の中心軸19に
対し第１のピッチ円直径d1上に形成される。第１のピッチ円直径d1から径方向外側に離間
する第２のピッチ円直径d2上に、突起50が配置される。第１のピッチ円直径d1は、中心軸
19と第２のピッチ円直径d2との間に配置される。ディスクロータ12を取り付ける開口部44
から径方向外側に離間して配置されるハブ案内手段となるロータ案内面（外端部）68（図
４）で、車輪ハブ10の突起50は、ディスクロータ12のフランジ30に接触する。各突起50は
、ハブ軸19から第２のピッチ円直径d2で形成される。第１のピッチ円直径d1は、中心軸19
と第２のピッチ円直径d2との間に配置される。第２のピッチ円直径d2は、第１のピッチ円
直径d1より大きい。
【００１５】
　また、図３に示すように、中心軸19に対して垂直に機械加工されて、ディスクロータ12
を取り付ける機内面（ロータ取付面）60が、ハブフランジ18の機内側で車輪ハブ10の機内
部42に設けられる。ディスクロータ12のフランジ30に設けられる機外フランジ面（ハブ接
触面）62は、中心軸19に対して垂直に機械加工されて、ハブフランジ18の機内面60に接触
する。中心軸19から第１のピッチ円直径d1でロータフランジ30に形成されてディスクロー
タ12を取り付ける複数の開口部46は、ディスクロータ12を取り付ける複数の開口部44に同
軸上に整合して、ハブフランジ18に形成される。また、ロータ案内面68に至るディスクロ
ータ12のディスクロータ案内手段を形成する外縁66がディスクロータ12のフランジ30に設
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けられる。第２のピッチ円直径d2で正確に機械加工されるロータ案内面68は、ディスクロ
ータ12を案内するディスクロータ案内手段となるハブ案内面56に接触し係合して、車輪ハ
ブ10に対してディスクロータ12を同軸上に整合させる。
【００１６】
　また、図３に示すように、ハブフランジ18の機外面の溝内に配置される取付締結具32に
より、車輪ハブ10は、ディスクロータ12に取り付けられる。ディスクロータ12のフランジ
30にねじ連結される締結具32により、車輪ハブ10は、ディスクロータ12に固定される。ハ
ブフランジ18の機内面60は、ディスクロータ12のフランジ30の機外フランジ面62に当接し
接触して、車輪ハブ10に対してディスクロータ12を軸方向に整合させ、位置決めする。本
発明の第１の実施の形態では、ディスクロータ12を案内する車輪ハブ10のハブ案内面56は
、ディスクロータ12のスポーク47を包囲して、スポーク47に接触する。ディスクロータ12
に車輪ハブ10を取り付けるとき、案内手段49でディスクロータ12と車輪ハブ10との間に付
加的な荷重が作用しないことが理解されよう。
【００１７】
　また、図３は、ディスクロータ12のフランジ30とハブフランジ18との接触面と、車輪を
取り付ける車輪スタッド72とを詳細に示す断面図である。第１のピッチ円直径d1で形成さ
れるハブフランジ18のスタッド孔79内に、車輪を取り付ける車輪スタッド72を圧入するこ
とが望ましい。スタッド軸78のキー形成部76をハブフランジ18に係止させて、車輪を取り
付けるスタッド72がスタッド孔79内に保持される。ハブフランジ18に係止されるスタッド
フランジ80がスタッド軸78に更に設けられる。ディスクロータ12は、案内手段49により車
輪ハブ10に対して同軸に整合される。
【００１８】
　図４に示すように、突起50上に隆起部52を機械加工して、ディスクロータ12のハブ案内
面56と、案内溝（凹部）58とが設けられる。第２のピッチ円直径d2で正確に機械加工され
るハブ案内面56は、機内方向で軸方向内側に延伸する突起50の爪部54上に形成されて、車
輪ハブ10に対してディスクロータ12を同軸上に配置する。ディスクロータ12は、フランジ
30の外縁66上に形成される車輪ハブ10を案内するハブ案内手段となるロータ案内面68を有
する。ディスクロータ12を取り付ける車輪ハブ10の開口部46から軸方向外側に第２の案内
直径d2で、ロータ案内面68は、精密に機械加工される。
【００１９】
　図４に示すように、ロータ12のスポーク47を包囲してかつロータ案内面68でスポーク47
に係合するハブ案内面56が案内手段49を構成する。車輪ハブ10の機外面34の溝内に配置さ
れるディスクロータ12の締結具32は、開口部46を通じて延伸してディスクロータ12のフラ
ンジ30のスポーク47にねじ連結され、締結具32によりディスクロータ12に車輪ハブ10が取
り付けられる。車輪ハブ10の円滑な機内部42は、ディスクロータ12のフランジ面62に当接
するハブフランジ面60まで延伸する。車輪ハブ10のハブ外面22は、車輪ハブ10とディスク
ロータ12とのハブ組立体の外縁を形成する。
【００２０】
　図５は、ディスクロータ112にハブ（車輪ハブ）110を取り付ける本発明の他の実施の形
態を示す。ディスクロータ112のフランジ（ロータフランジ）130上に形成される突起150
を備えかつディスクロータ112を案内する環状の案内手段149により、ハブ110とディスク
ロータ112とは、同軸上に整合して配置される。ハブ110の中心軸119からの第２のピッチ
円直径D2でかつディスクロータ112の締結具（ロータ締結具）132より径方向外側の位置に
、突起150が形成される。ハブ110のフランジ（ハブフランジ）118を包囲しかつフランジ1
18の外縁122でフランジ118に係止する円周構造体に形成される複数の爪部154として突起1
50を図示する。ロータスリーブ128は、複数の締結具132により固定される複数のスポーク
147に形成されるロータフランジ130を支持する。スポーク147上のロータ突起150は、ディ
スクロータ112のフランジ130の外縁166に隣接してディスクロータ112の軸方向機外側に延
伸する。
【００２１】
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　図５に示すように、フランジ118の機内フランジ面136に正確に溝状に形成されかつディ
スクロータ112を案内する外側のディスクロータ案内手段となるハブ案内面156を有する外
縁122がハブフランジ11に設けられる。組立時に、ディスクロータ案内手段となるハブ案
内面156、ハブ案内手段となるロータ案内面168によりディスクロータ112とハブ110は、同
軸上に整合される。ディスクロータ案内手段であるハブ案内面156がハブ案内手段である
ディスクロータ案内面168に包囲されて接触し係合して、ディスクロータ112がハブ110に
対して同軸整合位置に案内される。
【００２２】
　図７に示すように、ディスクロータ112のフランジ130のスポーク147は、開口部（ハブ
取付用開口部）144を越えて径方向外側に延伸し、これにより、ハブ110に対し軸方向に対
向するロータ案内面168にハブ110のハブ案内面156を係合させて、フランジ118の外面にロ
ータ案内面168が係合される。第２の実施の形態では、ディスクロータ112のロータ案内面
168は、ハブ110を包囲しかつハブ110のディスクロータ案内手段となるハブ案内面156に係
合する。ハブ本体111からハブフランジ118まで連続的に延伸するテーパ状の円滑な機内部
142がハブ110に設けられる。
【００２３】
　ディスクロータ112のハブ案内面156の外側に、複数の爪部154が配置される。外縁122に
機械加工される溝158として形成されるディスクロータ112を案内するハブ案内面156によ
り、ディスクロータ112のフランジ130の外縁166を、ハブフランジ118の外縁122に実質的
に整合させることができる。ハブ110のフランジ118に形成される開口部（ロータ取付用開
口部）146を貫通して延伸する複数の取付締結具（ロータ締結具）132は、ディスクロータ
112のフランジ130の複数のスポーク147の開口部144にねじ連結される。
【００２４】
　図６に示すように、ディスクロータ112を取り付ける開口部146と、係止孔179とを第１
のピッチ円直径D1で形成し、又は別法として、第１のピッチ円直径D1とは異なるが第２の
ピッチ円直径D2より小さいピッチ円直径でディスクロータ112を取り付ける開口部146を形
成することができる。ハブフランジ118の外縁122から軸方向に延伸してハブ110の外縁122
に設けられかつハブフランジ118と同軸上に配置されるハブ案内面156は、ハブフランジ11
8を包囲する連続的なディスクロータ112を案内するディスクロータ案内手段となる。車輪
ハブ10を案内するロータ案内面168は、ディスクロータ112に設けられ、ロータ案内面168
に係合する適正な位置にハブ案内面156を配置することができ、又は図示のように、ディ
スクロータ112に複数の爪部154を設けることができる。
【００２５】
　図７に示すように、ディスクロータ112の案内突起150は、ディスクロータ112のフラン
ジ面（ハブ接触面）162から、径方向内側に配置されるロータ案内面168を有する爪部154
まで機外側に軸方向に延伸する。ハブフランジ118に溝158を形成して、ディスクロータ11
2のハブ案内面156が形成される。第２のピッチ円直径D2で形成されるロータ案内面168は
、ハブフランジ118上に形成されるディスクロータ112のハブ案内面156に接触し係合する
。案内手段149を構成するロータ案内面168とハブ案内面156とを係合させた後に、ハブフ
ランジ118の開口部146内に嵌挿される締結具132をディスクロータスリーブ128上のディス
クロータフランジ130の開口部144にねじ連結することができる。ハブフランジ118は、デ
ィスクロータ112の締結具132まで連続的に延伸するテーパ状の機内部142を有する。
【００２６】
　第１の実施の形態では、車輪ハブ10のディスクロータ112を案内するハブ案内面56に径
方向内側からディスクロータフランジ30が嵌合される。ディスクロータ12を包囲しかつデ
ィスクロータ12に係合する複数の爪部54の隆起部52にディスクロータ112を案内するディ
スクロータ案内手段としてのハブ案内面56を案内手段49として設けることができ、ディス
クロータ112を案内するハブ案内面56は、車輪ハブ10の突起50から連続的に突出して形成
される。ディスクロータ12に形成されるロータ案内面68を案内手段49に更に設けても良い
。ロータ案内面68とハブ案内面56との位置を互いに整合させて係合させると、車輪ハブ10
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【００２７】
　第２の実施の形態では、ディスクロータフランジ130のロータ案内面168に周方向内側に
ハブフランジ118を嵌合することができる。第１の案内直径D1より外側の適切な位置から
、ディスクロータ112を案内するハブ案内面156にハブ110を係止するロータ案内面168を備
える爪部154まで、径方向外側に延伸する複数のスポーク147をディスクロータフランジ13
0に設けることができる。
【００２８】
　前記実施の形態について、本発明を説明したが、特許請求の範囲に記載される本発明の
精神及び技術的範囲から逸脱せずに、他の異なる形式、仕様及び実施の形態で本発明を実
施できることは理解されよう。
【符号の説明】
【００２９】
　(10,110)・・車輪ハブ、　(11,111)・・ハブ本体、　(12,112)・・ディスクロータ、　
(18,118)・・ハブフランジ、　(19,119)・・中心軸、　(22,122)・・外縁、　(28,128)・
・ロータスリーブ、　(30,130)・・ロータフランジ、　(32,132)・・ロータ締結具、　(4
2,142)・・機内部、　(44,144)・・ハブ取付用開口部、　(46,146)・・ロータ取付用開口
部、　(47,147)・・スポーク、　(49,149)・・案内手段、　(52)・・ハブ隆起部、　(54,
154)・・爪部、　(56,156)・・ハブ案内面（ディスクロータ案内手段）、　(58,158)・・
溝、　(60)・・ロータ取付面、　(62,162)・・ハブ接触面、　(66,166)・・外縁、　(68,
168)・・ロータ案内面（ハブ案内手段）、

【図１】 【図２】
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